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1. 船上での海上安全情報の役割及び現状 

MSI（Maritime Safety Information:海上安全情報）は、ナ

ブテックス電文及び NAVAREA、METAREA によって構成

されており、これらは GMDSS によって定められた搭載義務

船舶が受信する。海上でのあらゆる事象や気象の情報は

紙に印字されているか、小型の画面より航海士が情報の

関係性の有無を判断しなければならない。図 1 は、航海士

が他船との衝突等を避けるために機器から入手する情報

及び双眼鏡による周囲の状況から行うべき行動の一例を

示したものである。 

2. ナブテックスと EGC の自動処理 

図 2 は、複数の電文の中から文頭および文末を確認し、

１つずつの電文として認識する手法を説明したものである。

それぞれの電文は、一定のキーワードによって構成され意

味を持っている。本研究では、それぞれの電文の構成とキ

ーワードから重要な情報を抽出し、ヘッダとして追加するこ

とで情報検索を容易にする。その後、電文の種類や対象

海域毎にフォルダとファイルからなる形式（MailDir）にして

保管する。図 3 は、提案する MSI 受信機が受信した電文

をサーバによって蓄積後、Perl スクリプトで処理したものを

船内において共有する際の処理の流れである。 

3. 重要度と船内の情報を付加した電文 

表1は、航行警報を自動処理によって必要な情報（受信

時刻、関係海域、警報の種類など）を抽出し、それに加え

RFC4021[１]で定められている Priority ヘッダー付加を行っ

た例である。これにより警報の種類毎によって重要度を示

す。 

4. メールクライアントによる電文利用 

船内への情報提供方法として Thunderbird 等のメールク

ライアントの使用を提案する。表 1 の形式によって受信した

MSI 電文は上記で説明したヘッダを付加されており、メー

ルクライアントでも表示可能である。これにより、紙に印字さ

れた情報の中から自船に関係する情報を手作業によって

選択する必要がなくなり見張りや船位の確認等を集中して

行う事が可能となると考える。 

5. むすび 

インターネットの使用が困難な海上において外部から情

報を入手することは難しく、特に衛星通信は通信費が高額

であるので、普及している船内 LAN と提案するサーバを使

用することにより船内での MSI 電文の自動処理化と提供法

の提案を行った。これにより航海士への負担は削減され航

海の安全性が向上すると考えている。 

 

 
図 1. 航海士が行うべき動作及びそのための情報 

 

 
図 2. ナブテックス電文の表示方式 

 

 
図 3. 自動処理した MSI の利用方法の提案 

 

表 1. priority ヘッダー付加の提案例 
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